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	４．調査結果
	　個々の相談内容における「関連づけ」が相談後どのように発展するかを確認するため、インタビュー調査を実施した。インタビュー調査の結果、新規創業者、既存の事業者とも、２つのタイプの情報行動が認められた。あるきっかけによって、バンデューラのいうところの「自己効力感」が形成され、それがその後の行動を促進するタイプである。もう１つは、ビジネス相談会の相談項目から引き継がれている「直近ゴール」が、それぞれ別々に事業者の目標となっているのではなく、相互に関連しあうタイプである。事業者は、それぞれの直近ゴール間を巡回しながら、試行錯誤を繰り返し、最終的に「遠隔ゴール」を生成することが確認できた。

